
「広島神楽」定期公演へようこそ！

※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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　人皇・第14代仲哀（ちゅうあい）天皇の御代、異国より日本征伐を企てて数万の軍勢が攻めてきました。
　その中に塵倫という身に翼があり、黒雲に乗って虚空を自由に飛び回る神通自在の大将軍がおり、国々村里を荒らし、多くの人
民を滅ぼしていました。しかし、我が国にはこの大悪鬼にかなう者がいませんでした。
　そこで仲哀天皇自ら不思議な霊力のある十善万乗（じゅうぜんばんじょう）の神変不測の弓矢を持って、神通力を持ち戦術にも
長けた鬼を退治されたという物語です。

第一幕『塵倫』（じんりん）

　天照大神の弟、須佐之男命が出雲の国に降りられ、斐の川の上流に辿り着くと、老夫婦が姫を中に置き嘆き悲しんでいました。
命がその訳を聞くと八人いた姫を八岐の大蛇という大蛇が一年に一人ずつ奪っていき、残ったこの姫ももうじき捕まえられる時期
となり、嘆き悲しんでいると聞き、命は老夫婦に酒を用意させ大蛇に酒を呑ませて酔ったところを退治すると約束をします。
　酒を準備すると、八岐の大蛇が現れ酒を呑み酔い眠るところを大格闘の末、命は見事八岐の大蛇を退治するという物語です。

第二幕『八岐の大蛇』（やまたのおろち）

龍南神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　豊平の名峰・龍頭山にある”駒が瀧（たき）”の南側の地域を瀧南（りゅうなん）と言います。当神楽団は、この地域にある都
志見地区の神楽団です。嘉永6年に作ったとされる台本が残されていますので160年前には、当地域には神楽があったことに
なります。その古い伝統独自の神楽を次代に継承、守り続けておりますが、過疎高齢化の為、後継者不足に悩んでいます。

りゅうなんかぐらだん


